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伸縮性ポリエチレンネットによる剥皮害防除試験

ニホンジカによるスギ・ヒノキの剥皮害を防ぐため，伸縮性ポリエチレンネットを

根張り部分を含めて樹幹に巻きつけ，その効果を検証しています．

目 次

●研究紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

●ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

●写真で見る森林・林業技術解説シリーズ㉓・・・・・・・・・・・・ 7





－ 2－

研 究 紹 介

● はじめに

複雑で急峻な地形からなる三重県内の山地におい

て，高密度に森林作業道を整備するためには，資源

を効率的に収穫できるだけでなく，地形，地質，気

象条件等を考慮しながら災害にも強い安全な線形を

検討する必要があります．このことは開設や維持管

理にかかるコストの低減にもつながる重要なポイン

トです．林業研究所では，このために必要な森林作

業道開設支援マップの作成に取り組んでいます．

● 線形検討における色分け図の利用

林内路網の線形の検討には，地形図を等高線間隔

（傾斜）や危険地形の有無に応じて色鉛筆で色を塗

りわけた「色分け図」を使用することが多くなって

います．この方法は大阪府の大橋慶三郎氏が考案し

たもので，安全な線形を検討する上で大変優れてい

ます．しかし，色分け図の作成には，技術の習得が

難しいことや主観が入るために出来映えには個人差

が生じやすいという問題がありました．

このため，近年では高機能なGISソフトウェア

（以下，GISとする）を用いることで，地形データ

をもとに客観的に色分け図を作成する事例が増加し

ています．図-1には，三重県内の高密度路網が開

設された集約化団地付近の色分け図を示します．こ

の図はGISを用いてDEM（数値標高モデル）から傾

斜と地形の凹凸を計算したうえで，大橋氏の基準に

より凹地と凸地ごとに傾斜区分により色分けを行

い，これを森林基本図に重ねたものです．同時に地

すべり地形も示しています．この図の緑色が開設し

てもよい場所，黄色は注意すべき場所，赤色は開設

するべきではない場所を示しています．黒色の線形

はこの団地内に開設された森林作業道の線形をディ

ファレンシャルGPSで測量した結果ですが，概ね

緑色の場所を通り，赤色の場所を避けて開設されて

います．

● 三重県独自の森林作業道開設支援マップ

色分け図を作成する上で色分けの基準値には，概

ね全国一律なものが使われています．しかし，三重

県の山地に適した別の基準値があるかもしれませ

ん．また，GISでは様々な地形指標を計算して図示

することができますが，傾斜や凹凸以外にも線形を

検討するために役立つ指標があるかもしれません．

現在，三重県独自の色分け基準を明らかにするた

めに県内各地の森林作業道開設地で横断面形状など

の調査を行っています．横断面形状と各種の地形指

標との関係を検討することで三重県独自の色分け基

準を明らかにし，これをもとにした色分け図を「森

林作業道開設支援マップ」として全県域を対象に作

成する予定です．多くの実務担当者のご意見やご要

望をお聞きし，利用しやすいマップを作成したいと

考えています．

� （森林環境研究課 島田博匡）

森林作業道開設支援マップ作成に向けた取り組み

図-1．GISを用いて作成した
色分け図の一例

地すべり地形のデータは防災科学技術研究所

「地すべり地形分布図データベース（http://

lsweb1.ess.bosai.go.jp/）」のデータを使用した．
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研 究 紹 介

紫外線による木材の色の変化

● はじめに

家の内装や家具など，木製品を長く使っていると

日焼けしたり，色あせたりすることがあります．こ

の色の変化をもたらす最も大きな要因は光であり，

特に紫外線は木材の成分であるリグニンや抽出成分

の化学結合を切ってしまい，その構造が変化するこ

とで木材の色も変化していきます．

色を変化させる光を完全に遮断することは難しい

ことから，従来は色の濃い顔料を用いた着色塗装を

施すなどの処理が取られてきましたが，最近では紫

外線吸収剤などを塗料に混合するなどして，本来の

木の色をなるべく損なわないように工夫されたもの

が多くなりました．しかし，クリアタイプや含浸タ

イプのものは従来型に比べて耐久性が低く，材色を

生かしたい場合には用いることができません．

そこで，ヒノキの色合いを生かした製品に適用す

るために，塗装の種類や工程，紫外線吸収剤などの

違いによって，色の変化にどのような影響があるの

かを色差を測定することによって数値化し，紫外線

による色の変化を抑える組み合わせを見出すための

検討を始めました．

● 色差（ΔE*）とは

色の変化を表現するとき，少し黄色くなった，暗

くなったなどというアナログ的な表現では，見る人

の個人差があり，常に曖昧さがつきまとうことにな

ります．また，条件が異なる他のものと違いを比較

しようとした場合に，判断の基準が異なることから

同じ尺度での違いを表現することはできません．

そこで，色差計という装置を用いて色と明るさを

数値に変換し，変化する前と後の差を計算によって

求めることで，どれだけ色が変化したかを客観的で

正確に数値で表すことができるようになります．

一般的には，色差ΔE＊が3を超えるようなとき

には，色が異なっていると感じられるといわれてい

ます（図-1）．

● 日光による変色促進試験

ヒノキの無垢床板をベースに，木目を生かすため

にクリアタイプの外装用自然塗料や水性ウレタン塗

料などを塗った試験片の片側をアルミホイルで包

み，南向きの窓際へ並べておくことで，太陽光によ

りどのように色が変化していくかを観察しています

（写真-1）．

1カ月ほど経過した状態では，何も塗っていな

いサンプルはΔL*=-5.0，Δa*=0.5，Δb*=7.5，

ΔE*=9.1と短期間の内に黄色がやや濃く，また明度

が低くなりました．一方，塗装をしたサンプルは見

た目ではあまり変化しておらず，自然塗料の場合は

ΔL*=-2.2，Δa*=0.8，Δb*=5.9，ΔE*=6.4と変色が

抑えられていました．

今後も長期間の経過観察を行っていくとともに，

紫外線吸収剤や顔料との組み合わせなどについて検

討を行っていく予定です．

� （林産研究課 中山伸吾）

図-1．色差の求め方 写真-1．太陽光による色変化を観察している様子





－ 6－

ニ ュ ー ス

耐震化工事および設備増設工事が完了しました

昭和55年10月に開催された第31回全国植樹祭

を記念して整備された旧緑化センターの建物は，耐

震診断により補強が必要であることがわかりまし

た．このため平成22年度末から耐震補強工事を進

め，昨年11月に工事が完了しました．

これと併せて会議室およびバリアフリートイレを

新設しました．以前から玄関にはスロープが設置さ

れていたものの，施設内には段差があり，ご不自由

をおかけしていました．今回，この段差を解消し，

車いすでも出入り可能なようにし，トイレもバリア

フリー仕様のものを設けました（写真-1）．

また，新たに設けた会議室は，旧資料室等の壁を

取り払い1室にしたもので，30人程度までの利用

が可能です．片側が窓であることから室内は明る

く，壁面にスギの羽目板を使うことで，暖かみの感

じられるものとなっています（写真-2）．

建物内の展示スペースには，三重県林業の歴史，

森林の役割や働きをわかりやすく伝えるジオラマ，

写真の展示や樹木の種子，木材標本，木材製品，鳥

獣剥製標本等を陳列しています（写真-3～5）．

今後は，研究成果の展示などを順次追加し，県民

のみなさまとの交流を深めるための施設としていき

たいと考えております．

利用可能時間は，原則として平日の8:30～ 17:15

です．利用・見学をご希望の方は，企画調整課まで

お問い合わせください．

� （研究管理監 堀部領一）

写真-1．新設したバリアフリートイレ

写真-2．新設した会議室（壁にはスギ板を使用) 写真-5．各種樹木の材標本

写真-4．様々な樹木の種子

写真-3．スギ360年生の根元部分



－ 7－

ニホンジカによる森林被害を軽減するためには，ニホンジカの生息密度と森林被害（造林木の剥皮害や下層
植生の食害等）の実態を明らかにし，被害を許容できる生息密度へと誘導していく必要があります．また，造
林木の剥皮害を物理的に防ぐ技術の開発も求められています．林業研究所では，複数の手法によるニホンジカ
の生息密度調査や森林被害のモニタリングを実施するとともに，低コストで持続効果のある剥皮害防除資材の
検索（表紙参照）を行っています．� （森林環境研究課 福本浩士）

 写 真 で 見 る
 森 林 ・ 林 業 解 説 シ リ ー ズ 23
ニホンジカの生息密度や森林被害を調査し，被害対策を研究しています

スポットライトセンサス法によるシカ生息数調査

夜間に道路からライトを照射しながらシカの数を
カウントします．

森林被害モニタリング調査（造林木の剥皮害）

スギやヒノキの根張り部分がまず剥皮され，その
後上方へと剥皮が拡大します．

剥皮害と材変色の関係調査

シカの剥皮害と材変色の関係を調べています．

糞粒法・糞塊法によるシカ生息密度調査

シカが排泄した糞粒の数や糞塊の数をカウントす
ることで，間接的に生息密度を推定します．

森林被害モニタリング調査（下層植生の食害）

シカは自分の口が届く範囲の様々な植物を食べる
ため，森林の下層植生が破壊されています．
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